
水からの健康つくり 
いま人々の多くは、水が大切なものと思ってはいても、正面切って水を強調されると「なん

だか怪しい？」と身構えてしまうのが実情のようです。 

 なぜそういう気持ちになるのかを考えてみますと、この１０数年間に水業者たちが行った

「水販売」の仕方に原因があると思われます。曰く、アルカリになる・・クラスターが小さ

くなる・マイナスイオンになる・還元電位が低くなる等々。あたかもそれで水問題の全てが

解決するかのように信じ込ませる手口での売り込み。監督行政が見かねて警告を発して、マ

スコミがそれを喧伝する。この繰り返しが人々に不信感を抱せるようになったと言えます。 

 有限会社 シューコーポレーションの代表取締役惣川社長は、４０年前から水の問題を追及

してきたドキュメンタリーの映画作家。２０年前に今の会社を起こして新技術を開発し特許

を取得。現在は、全国に代理店を持って「土をつくる水」をキーワードに「水塾」を主宰し

ている。その豊富な経験を踏まえて「健康と水」の関係を考える基本について聞いた。 

 一般家庭の水道メーターの後に設置して、 

          全ての水を活性化する 

「水つくり」ＭＺ－Ⅰ型セットと収納ケース 

Ｑ 惣川社長の履歴を拝見すると５０歳まではドキュメント映画を作られておられ

ましたが、どうして現在の水の会社を始められるようになったのですか。 

惣川 一言で言えば、こんな大事な問題なのに国や大學の研究機関や企業もやろう

としないからですね。それを理解して頂くにはちょっと長い説明がいります。 

Ｑ できるだけ簡単にそれを聞かせて下さい。 

惣川 では、時間を追って話しましょう。 

  最初の動機は、今日のテーマと同じ「健康」の問題です。１９７１年ですから

今から３８年前ですね。 

Ｑ まだ、私は生れていません。 

惣川 そうか・・じゃーあなたに理解できるように話しましょう。 

特許プレートと陶珠を手に語る惣川社長 

「くろすとーく」２００９．１２．健康特集号掲載



  当時は、農薬も食品添加物も使い放題みたいな時代でしたね。水銀系農薬や防

腐剤などの添加物の規制はあったけどほとんど野放しで使われていた。水銀農

薬の散布で水俣病になって死亡する農民が沢山出てましたし、食品添加物で健

康障害に罹る人も沢山居た。しかし、新聞などではほとんど取り挙げないんだ

よね。今と同じだね。 

Ｑ 今もそうなのですか？ 

惣川 広告の大スポンサーに関わることは、新聞もテレビも自主規制しています

よ。業界では常識です。 

で、農薬の問題は、私が所属していたグループ現代という映像制作会社の代表

者の小泉監督が長野の佐久病院の若槻院長と組んで「農薬禍」というドキュメ

ントを創ったので、私の方は食品添加物の問題に取り組んだの、そうしたら、

あまりのひどさに呆然となった。 

Ｑ 何が・・ですか？ 

惣川 まず加工食品の会社に行ってこの加工商品、例えばソーセージ・ハム、お菓

子にはどんな食品添加物がどれだけ入っていますかって聞いても教えてくれな

いと言うより門前払い。製薬会社に行って、この添加物の安全性試験のデータ

を見せてくれと言ってもダメ。厚生省に認可書類を見に行ってもダメ。しか

も、添加物の種類が何百種もある。毒性のうわさはいろいろ聞くんだけれど

も、裏付けが取れない。添加物と添加物の相乗作用、例えば甘味料と発色剤と

防腐剤を一緒に使った時の人体への影響の問題などは、誰もどの機関も調べて

いない。しかし、現実の方では、食品添加物が原因ではないかと疑われる疾患

や症状がいっぱい出ていて、その原因を追及したいのに手掛かがまったくつか

めない。 

Ｑ どんな病気や症状が出ていたのですか？ 

惣川 いろいろですよ。皮膚に出るとか、呼吸器系、臓器の機能異常とか、当時の

新聞や雑誌には沢山載ってます。 

Ｑ それらを映像で取り上げるのはダメだったのですか？ 

惣川 それはね。紙の仕事だった、と言っても今の人には解らないよね。その頃は 

  今のビデオがなかったから、映像は全部フィルムで撮った。ネガフィルムで 

  撮って、現像してラッシュフィルムを焼いて編集して、録音スタジオで音入れ 

  をして、オトネガを作って、ネガフィルムを合わせてつないで、プリントして 

  映写機に掛けてやっと見ることが出来た。すごくお金が掛かったんだよ。映像 

  で作る場合には、企画段階で相当なことが解っていなければ取り掛かれなかっ 

  た。だから、こういう症状が出ていて原因にこの添加物に疑いがあります程度 

  では、映画のテーマにならない。そういうのは、新聞や雑誌、紙のメディアが 

  やる仕事だったの。 

Ｑ 今みたいに、サッとビデオで撮って、パッとテレビで出すということが出来な

かったのですね。 

惣川 新聞や雑誌は、報道しただけで原因の追及や追跡取材をほとんどしない。こ

ちらがそれを調べようとしても、企業とお役所の壁に阻まれて出来ない、一方

で、「毒」はバンバン使われて、人々の健康が損なわれて行く・・で、なにが

出来るかって閃いたのが、自己防衛本能だった。 

Ｑ 自己防衛本能ですか？ 

惣川 そう、人間も動物だから自己防衛本能持ってるはずでしょう。だったら、こ

んなに「毒」の入ったものばかり食べさせられるのを拒否している人々がどこ

かに居るはずだ、それを撮ろうと思った。で、そういう人たちを探した。 

Ｑ 居たのですか？ 



惣川 居たんだよ。毒に対して人間の本能が最も敏感になる時期って母が子を産む

前後だと考えたんだ。それで、東京近郊の主婦たちの活動を調べた。その中に

発表大会が在って、聞きに行ったら「辻堂団地食品の会」という人たちの発表

がピタリ自己防衛活動。自分たちで添加物を使わない安全な食品をつくるとい

う活動報告をしてくれた。 

  改めて、訪ねて会員の主婦たちにお会いしてこれまでの活動と考えを聞いたの

ですが、うれしかったね。うれしかったし、人間って信用できると思った。 

Ｑ どうしてですか？ 

惣川 それは、この食べ物は危ないという本能。子供には食べさせられないという

母性。なんとかそうでないものを手に入れよう作ろうと行動した理性。国も企

業も守ってくれない状況でなんとしてもそれを成し遂げようとしている母親た

ちの存在を目の前に見て、そう感じた。で、その人たちの活動を丸１年間記録

して発表しました。 

Ｑ 何という映画ですか？ 

惣川 「辻堂団地食品の会と津南高原生産組合とグループ現代」という長い題名。 

  津南高原生産組合は、新潟県の津南高原で農協が指定する農薬を使わない米や

野菜を作ったら農協から集荷拒否をされた開拓農村の青年たちの組合です。毒

入りの食べられない作物を作るのは農業者ではない、全く農薬を使わないとい

うのはできないが、ぎりぎり何という農薬を何時どれだけ使ったかを明示し

て、自分たちが安全だと言えるものを作って提供したいという５人の青年組合

です。 

  この両方を結びつけたら、新潟から毎週野菜を運んで朝市が始まった。それを

ドキュメントしたのです。 

Ｑ 今の産直ですね。その奔りですか？ 

惣川 そうですね。その頃の流通はどこも農薬を使った見てくれの良いのしか扱っ 

  てくれないし、人々もそれを喜んで買った時代です。そんな中で、子どもと自 

  分たちの健康を守るために農薬まみれでない安全な食物を食べようとしたら、 

  そんな大変な努力をしなければならなかった。 

Ｑ 今はずいぶん良くなったのですね。 

惣川 たしかに良くなりました。水銀系農薬が禁止され、塩素系農薬も減り、比較 

  的に毒性の少ない燐系農薬が主体になっています。しかし、被害が無くなった 

  訳ではなく、複雑に深くなって来ています。 

「薬食同源」と言うのを知っていますか？ 

Ｑ 薬と食べ物とは同じだ、ということでしょう。 

惣川 中国の古い時代の諺で、今は「医食同源」とも言います。本来の食物を食べ 

  ていれば人の体の健康は保たれる。薬と同じ、薬も同じであるという意味で 

  す。そういう観点から見て今の「食」はどうかと言いますと、本来の食物とし 

  ての野菜とは大分離れたものになっています。 

Ｑ そうなのですか？ 



 惣川 このほうれん草を生で食べてご 

  らんなさい。 

Ｑ （食べる）・・・苦くないです。 

  おいしいです。 

惣川 本来のものを食べるとおいしいと 

  感じるように人間が出来ているんで 

  すね。こういう野菜を食べていれば 

  健康は保たれるのです。 

  この野菜は、長崎大村の永松さんが 

  自分のハウスで栽培したものです。 

  土つくりをした畑に種を植えて 

  「水つくり」の水をやるだけで育った野菜。 

  これと比べると今流通している野菜には認可されている農薬＝薄い毒が含まれ 

  ていて、人間の舌に苦く感じる。 

Ｑ この蕪も、人参、セロリも甘いです。 

惣川 生で食べて甘く感じる野菜を食べることが健康の基本だね。しかし、簡単に 

  は手に入らないよね。どうするか？近所で作ってもらうんだよ。「身土不二」 

  貴方が棲んでいるところと同じ土で出来た野菜が体にピッタリという諺。 

Ｑ 同じ地域の農家に頼むのですか？ 

惣川 そうです。広く言うと同じ水系の畑で出来たものを食べるのです。このこと 

  に気付いて辻堂と津南の産直は５年後に解消しました。今は、地域の人々と連 

  携して続いています。しかし、本当の土つくりをすることと購入者がその意味 

  を理解することが欠けると長続きしないようですね。 

Ｑ どういうことですか？ 

惣川 大村の永松さんはこれだけの野菜ができ 

  る畑の土をつくるのに３年掛かっています 

  土をつくるための堆肥を作るのに２年。 

  全国から良いといわれる堆肥を全部取り寄 

  せて試して調べたけど全部納得できなかっ 

  たので自分で作ろうと思った。その原料堆 

  肥を提供したのが「水つくり」で酪農をし 

  ている佐賀の中島牧場。中島牧場に「水つ 

  くり」を設置したのが１２年前。だから、 

  本物の野菜が出来るまでには、人の永い努 

  力があるってことを理解することが大事な 

  んだ。 

 長崎県大村市(有)グリーンハット 

   永松 修一郎 社長 



 除草剤を撒いてカチンカチンになった処に「水つくり」の水を毎日撒いていたら 

 雑草がそこにだけ生えて土もホコホコになりました。 

 水が土の働きを蘇生して除草剤を分解して植物が育ったんです。 

 だから、この水に野菜を浸しておけば残留農薬は分解される、時間ははっきり判 

 りませんが、そういう力がこの水にはあると言える事実です。 

 さらに、生活で使う水を全てこの水にすると家畜と同じように「健康体」に

導かれる。少なくとも水道の塩素や農薬、添加物、電磁波などにのべつやられ

ている体が復元してくる。人間の体の底力って凄いものでね、びっくりさせら

れます。これまで「水のお陰です」ってよくお礼を言われるんだけど、元々の

貴方の体の力が発揮されたので、水は邪魔者を取り除いただけですよっていつ

も言ってます。 

Ｑ 私のこの体に、そういう力があるということですね。 

惣川 人類は何千年も生き永らえてきているのですよ。病気になって死んだ個体の

ことではなく、生き延びた圧倒的多数の個体のことを考えてごらんなさい。そ

ういう能力・本能がなかったら今日は無いでしょう。その力は信じるに値する

と思いませんか？ 

今は、安全基準に合格した「薄い毒」に満たされた時代です。皆んな観念で安

全と信じている時代。体は違うと信号を出しているのに、これが正しいと信じ

込んでいるだけが多い。それで自分の健康は本当に守られているだろうか？と

疑問を持ってほしい。 

何と言っても本来の水が健康の基礎です。たかが水されど水やっぱり水が基

本。地球は水球でもあります。「水つくり」には日本中の現場でこれだけの事

実とデータ（ホームページ参照）があるのですから、本当の健康を望むなら、

この水で暮らすことから始めませんか！と言うのが我社からの提案です。 

Ｑ よく解りました。今日は有難うございました。 

   シューコーポレーションホームページ http://www.mizutukuri.co.jp/ 

惣川 この写真を見てください。 

 前の家が取り壊しになった 

 更地に、業者が来て 

Ｑ 「水つくり」が畜産の良い 

 堆肥つくりや耕作の土つくり 

 に有効だということは判りま 

 したがそのことと家庭に 

「水つくり」を付けることは 

 どう関わるのですか？ 

佐賀県塩田町 

（㈲中島ファーム 

←中島 構治社長 
 

「水つくり」の水を⇒ 

飲んで良い堆肥の原料

を提供してくれる乳牛  


